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キ
リ
ス
ト
の
御
復
活
の
お
よ

ろ
こ
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
灰

の
水
曜
日
か
ら
四
旬
節
、
御
受

難
節
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
の

十
字
架
の
道
・
救
い
の
道
を
考

え
な
が
ら
復
活
祭
の
準
備
を
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
リ
ス
ト
復
活
の
大
祝

日
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教

義
の
中
で
も
最
も
大
切
で
、
重

要
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
涯
の
目
的
・
永
遠

の
目
的
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
で

す
。
こ
の
神
秘
の
お
恵
み
が
全

て
の
人
に
行
き
渡
り
そ
し
て
神

の
国
が
早
く
完
成
に
近
づ
き
ま

す
よ
う
に
希
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

　

今
年
度
広
島
教
区
は
「
平
和

の
使
徒
と
な
ろ
う―

今
、
殉
教

を
生
き
る
と
は
？―

」
を
モ
ッ

ト
ー
に
か
か
げ
ま
し
た
。
来
る

十
一
月
二
十
四
日
（
月
・
祝
）

に
は
長
崎
に
て
「
ペ
ト
ロ
岐
部

と
百
八
十
七
殉
教
者
」
の
列
福

式
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
広

島
教
区
か
ら
も
五
名
の
殉
教
者

が
列
福
さ
れ
る
の
で
す
。
み
ん

な
で
お
祝
い
し
、
殉
教
者
の
模

範
に
倣
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
末
、
日
本
の
司
教
団
は

公
式
訪
問
（
ア
ド
・
リ
ミ
ナ
）

の
た
め
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
を
訪
問

い
た
し
ま
し
た
。
私
に
も
個
人

謁
見
が
あ
り
、
親
し
く
お
会
い

す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
教
皇
様
は
日
本

地
図
を
示
し
な
が
ら
広
島
教
区

の
位
置
を
確
認
さ
れ
、
教
区
の

状
況
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
ま
し

た
。
信
徒
の
皆
さ
ん
の
こ
と
、

諸
秘
跡
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

短
い
時
間
の
中
で
お
話
い
た
し

ま
し
た
が
、
最
後
に
広
島
教
区

の
す
べ
て
の
皆
さ
ん
の
う
え
に

教
皇
の
祝
福
を
特
別
に
お
与
え

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
教
皇
様
は

大
変
柔
和
で
優
し
い
お
方
で
し

た
。
私
た
ち
は
教
皇
様
の
お
働

き
の
う
え
に
必
要
な
神
の
恵
み

を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

現
代
社
会
は
決
し
て
安
心
で

き
る
平
和
を
享
受
で
き
る
状
態

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

常
に
お
祈
り
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
教
区
の
モ
ッ
ト
ー
を
実
現
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
し

ょ
う
。

　

皆
さ
ん
の
う
え
に
神
の
祝
福

を
祈
り
つ
つ
…
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二
月
九
日
（
土
）、
平
和
の

使
徒
推
進
本
部
の
定
例
会
議
に

お
い
て
、
次
の
議
題
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
た
。

①
教
区
全
体
に
関
す
る
事
項

【
ペ
ト
ロ
岐
部
と
百
八
十
七
殉

教
者
列
福
に
向
け
て
】

　

十
一
月
二
十
四
日
の
殉
教
者

列
福
式
に
向
け
て
教
区
専
用
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
の
作

成
を
進
め
て
い
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
殉
教

者
の
生
き
方
を
中
心
に
、
今
私

た
ち
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

か
、
何
を
す
べ
き
か
、
と
い
う

内
容
を
予
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
資
料
の
完
成
後
、
多
方

面
で
活
用
さ
れ
、
知
識
や
意
識

向
上
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
列
福
式
当
日
の
広
島

教
区
民
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
詳
し
い
内
容
が
決
ま

っ
て
く
る
が
、
現
在
、
教
区
事

務
局
と
旅
行
会
社
に
て
旅
行
日

程
の
計
画
案
を
提
示
し
、
四
百

名
の
宿
泊
を
確
保
し
て
い
る
。

列
福
式
当
日
の
募
集
要
綱
な
ど

詳
し
い
こ
と
が
決
ま
り
次
第
、

教
区
民
に
お
知
ら
せ
し
、
参
加

を
募
る
予
定
で
あ
る
。

【
世
界
平
和
記
念
聖
堂
の
保
存

活
用
に
つ
い
て
】

　

現
在
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂

の
保
存
活
用
に
関
し
、
専
門
の

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

最
終
的
な
委
員
会
の
発
足
は
、

六
月
八
日
開
催
予
定
の
教
区
宣

教
司
牧
評
議
会
で
決
定
す
る
。

　

四
月
十
五
日
（
火
）
世
界
的

に
有
名
な
彫
刻
家
、
外
尾
悦
郎

氏
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
「
私

に
と
っ
て
の
聖
堂
〜
ガ
ウ
デ
ィ

に
魅
せ
ら
れ
て
〜
」
を
開
催
す

る
予
定
。

　

主
催
は
平
和
の
使
徒
推
進
本

部
、
入
場
は
無
料
で
あ
る
が
、

世
界
平
和
記
念
聖
堂
維
持
募
金

を
お
願
い
す
る
予
定
。

②
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
の
体

制
と
運
営
の
確
立
に
つ
い
て

　

司
祭
の
異
動
に
よ
り
、
平
和

の
使
徒
推
進
本
部
体
制
の
見
直

し
、
全
体
的
な
運
営
の
確
立
が

必
須
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
以
前
か
ら
課
題
で
あ
っ
た

〈
三
面
下
段
へ
続
く
〉

　

メ
ル
キ
オ
ー
ル
熊
谷
豊
前
守

元
直
は
、「
平
家
物
語
」
に
登
場

す
る
熊
谷
次
郎
直
実
（
一
二
〇
八

年
没
）
の
子
孫
で
す
。

　

直
実
は
、
一
の
谷
の
戦
い
に
敗

れ
た
平
家
の
若
武
者
平
敦
盛
を

「
後
の
御
孝
養
を
こ
そ
仕
候
は

め
」
と
語
り
か
け
討
ち
果
た
し
、

後
に
、
法
然
上
人
の
弟
子
と
な
り

出
家
し
蓮
生
房
と
称
し
ま
し
た
。

　

熊
谷
氏
は
安
芸
国
三
入
庄
（
現

在
の
広
島
市
安
佐
北
区
可
部
町
）

の
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
十
三
世

紀
後
半
に
三
入
庄
に
移
住
し
て

き
ま
し
た
。
当
初
は
、
武
田
氏
の

指
揮
下
に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、

毛
利
元
就
の
台
頭
に
伴
い
毛
利

氏
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

熊
谷
元
直
は
毛
利
家
の
重
臣

で
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

叔
母
は
毛
利
元
就
の
次
男
吉
川

元
春
の
妻
で
あ
り
、
熊
谷
家
と
毛

利
家
の
関
係
は
非
常
に
親
密
だ

っ
た
の
で
す
。

　

元
直
が
生
ま
れ
た
の
は
、
一
五

五
五
年
、
毛
利
元
就
が
厳
島
合
戦

で
勝
利
し
、
中
国
地
方
の
覇
権
を

掌
握
し
た
年
で
し
た
。

　

二
十
五
歳
で
可
部
三
入
の
高

松
城
の
城
主
と
な
り
、
以
後
、
典

型
的
な
戦
国
武
将
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。

　

受
洗
の
き
っ
か
け
は
、「
片
手

に
は
刀
、
片
手
に
は
十
字
架
」
と

い
わ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
武
士
の

黒
田
孝
高
と
の
出
会
い
で
し
た
。

彼
の
感
化
を
受
け
て
、
一
五
八
七

年
の
復
活
祭
の
頃
、
豊
前
国
中
津

で
、
毛
利
元
就
の
七
男
毛
利
秀

包
、
大
友
宗
麟
の
長
男
大
友
義
統

な
ど
と
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。
洗

礼
名
は
メ
ル
キ
オ
ー
ル
。

　

受
洗
は
、
秀
吉
の
「
九
州
遠

征
」
の
最
中
で
し
た
が
、
以
前
の

「
四
国
遠
征
」、
受
洗
以
後
に
も

「
小
田
原
攻
め
」、
二
度
の
「
朝

鮮
出
兵
」
と
戦
い
に
明
け
暮
れ
た

元
直
の
信
仰
は
「
消
え
か
か
る
灯

心
」（
イ
ザ
ヤ
書
）
の
よ
う
で
し

た
。

　

メ
ル
キ
オ
ー
ル
の
信
仰
の
火

が
再
び
燃
え
上
が
っ
た
の
は
、
一

五
九
五
年
か
ら
太
閤
秀
吉
が
始

め
た
伏
見
城
築
城
に
伴
う
淀
川

普
請
工
事
に
出
向
い
て
い
た
時

に
出
会
っ
た
二
人
の
キ
リ
シ
タ

ン
武
士
に
よ
っ
て
で
し
た
。
二
人

は
こ
の
「
迷
え
る
羊
」
を
教
会
に

連
れ
て
行
き
、
宣
教
師
の
も
と
へ

導
き
ま
し
た
。

　

オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ノ
神
父
は
、

「
彼
は
神
の
恩
寵
の
お
か
げ
で
完

全
に
回
心
し
、
教
会
の
神
父
に
次

の
よ
う
な
手
紙
を
書
い
た
。
私
は

今
、
一
度
受
け
た
信
仰
を
一
生
の

あ
い
だ
守
る
こ
と
を
決
心
し
た
。

…
そ
し
て
私
は
今
後
、
多
く
の
人

を
回
心
さ
せ
る
こ
と
に
努
力
し

て
や
ま
な
い
覚
悟
で
あ
る
。」（
一

五
九
六
年
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
）
と

報
告
し
て
い
ま
す
。

　

一
五
八
九
年
、
毛
利
輝
元
は
、

交
通
の
要
衝
で
あ
る
太
田
川
デ

ル
タ
（
当
時
の
名
称
は
五
箇
村
）

に
築
城
を
開
始
、
一
五
九
一
年
に

は
吉
田
郡
山
城
か
ら
広
島
城
へ

移
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
城
下
町
に
教
会
を
と

い
う
念
願
の
実
現
の
た
め
に
熊

谷
元
直
は
懸
命
に
努
力
し
た
に

ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
五
九
九
年
秋
、
イ
エ
ズ
ス
会

の
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
チ
ェ
ル

ソ
・
コ
ン
フ
ァ
ロ
ニ
エ
ー
リ
神

父
と
一
人
の
日
本
人
修
道
士
が

広
島
に
来
訪
し
、
広
島
に
最
初
の

教
会
と
信
仰
共
同
体
が
誕
生
し

ま
し
た
。
メ
ル
キ
オ
ー
ル
熊
谷
の

「
第
二
の
回
心
」
の
美
し
い
実
り

で
し
た
。

広
島
の
殉
教
者 

④
（
メ
ル
キ
オ
ー
ル
熊く

ま
が
い
ぶ
ぜ
ん
の
か
み
も
と
な
お

谷
豊
前
守
元
直　

そ
の
一
）

〜
今
、
殉
教
を
生
き
る
と
は
？
〜

　
「
平
和
の
使
徒
と
な
ろ
う
」

平
和
の
使
徒
推
進
本
部
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本
部
専
従
職
員
の
採
用
が
決
定

し
、
四
月
か
ら
シ
ス
タ
ー
山
本

（
援
助
修
道
会
）
が
着
任
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の

本
部
の
活
性
化
が
大
い
に
期
待

さ
れ
る
。

　

ま
た
平
和
の
使
徒
推
進
本
部

と
し
て
は
、
Ｊ―

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｍ

（
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
）

と
の
情
報
共
有
、
連
携
も
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
協
働
し
な
が

ら
推
進
し
て
い
く
予
定
。

③
平
和
推
進
チ
ー
ム
、
養
成
推

進
チ
ー
ム
、
き
ょ
う
ど
う
推
進

チ
ー
ム
の
取
り
組
み
状
況

　

平
和
推
進
チ
ー
ム
は
、
推
進

チ
ー
ム
と
し
て
の
体
制
の
確
立

が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
。
二
月
に

各
地
区
で
行
わ
れ
る
平
和
行
事

へ
の
関
わ
り
、
八
月
の
平
和
行

事
に
お
け
る
平
和
行
事
実
行
委

員
会
と
の
関
わ
り
、
Ｊ―

Ｃ
Ａ

Ｒ
Ｍ
と
の
関
わ
り
が
最
重
要
課

題
で
あ
る
。

　

養
成
推
進
チ
ー
ム
は
、「
み

こ
と
ば
の
分
か
ち
合
い
」「
集

会
祭
儀
司
式
者
・
聖
体
奉
仕
者

養
成
に
お
け
る
養
成
担
当
班
の

設
置
」「
教
会
学
校
リ
ー
ダ
ー

養
成
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
山
口
島
根
地
区
養
成

委
員
会
に
お
け
る
福
岡
黙
想
の

家
で
の
研
修
を
、
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ（
知
的
レ
ベ
ル
重
視
）
し

て
今
年
も
継
続
し
て
い
く
た

め
、
他
地
区
に
も
呼
び
か
け
て

拡
大
し
て
い
く
予
定
。

　

き
ょ
う
ど
う
推
進
チ
ー
ム
は
、

「
十
年
後
の
宣
教
の
拠
点
」「
各

課
題
別
サ
ミ
ッ
ト
の
将
来
開
催
」

が
、
今
後
の
課
題
。
昨
年
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
は
、

各
小
教
区
に
配
布
し
た
の
で
参

考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
内
容
が
話
し

合
わ
れ
た
。

　

信
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
の
、
平

和
の
使
徒
推
進
本
部
に
対
す
る

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

〈
二
面
よ
り
続
く
〉

聖
ト
マ
ス
小
崎
殉
教
碑

徒
歩
巡
礼

　

一
月
二
十
日
（
日
）
約
百
三

十
名
の
方
々
の
参
加
に
よ
り
三

原
教
会
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
遠
く
は
兵
庫
や
長
崎
か
ら

も
来
ら
れ
、
教
区
内
で
は
岡

山
・
福
山
・
尾
道
・
三
篠
・
廿

日
市
・
東
広
島
・
長
府
等
の
各

教
会
か
ら
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
こ
の
徒
歩
巡
礼
が
百
八

十
八
殉
教
者
列
福
の
年
の
初
め

を
飾
る
巡
礼
行
事
と
い
う
こ
と

で
、
三
末
司
教
を
お
招
き
し
ミ

サ
の
司
式
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ミ
サ
の
後
、
毎
年
恒
例
の
カ

レ
ー
の
食
事
を
皆
さ
ん
で
と

り
、
三
原
教
会
を
十
一
時
三
十

分
に
出
発
し
ま
し
た
。
当
日
は

こ
と
の
ほ
か
厳
し
い
寒
さ
で
、

み
ぞ
れ
交
じ
り
の
雪
に
濡
れ
な

が
ら
の
巡
礼
と
な
り
ま
し
た
。

三
原
教
会
か
ら
聖
ト
マ
ス
小
崎

殉
教
碑
を
経
て
Ｊ
Ｒ
本
郷
駅
ま

で
、
約
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

道
の
り
を
八
十
五
名
の
方
が
事

故
も
な
く
歩
か
れ
、
Ｊ
Ｒ
本
郷

駅
に
十
五
時
二
十
分
到
着
。
気

温
六
度
以
下
と
い
う
寒
さ
の
中

で
の
徒
歩
巡
礼
で
し
た
が
、
日

本
二
十
六
聖
人
が
長
崎
ま
で
歩

か
れ
た
こ
と
を
偲
ぶ
、
良
い
巡

礼
と
な
り
ま
し
た
。

岡
山
市
内
巡
礼

今
年
も
岡
山
南
教
会
か
ら
！

　

二
月
二
日
、
小
雨
の
中
を
岡

山
南
教
会
へ
三
十
九
名
の
方
が

集
い
ま
し
た
。
岡
山
教
会
・
岡

山
南
教
会
を
始
め
玉
野
・
水
島

そ
し
て
お
隣
の
広
島
県
の
福
山

か
ら
も
。
後
藤
神
父
様
は
岡
山

教
会
か
ら
歩
い
て
来
ら
れ
た
と

か
。

　

雨
天
の
為
、
聖
堂
で
玉
野
教

会
の
金
神
父
か
ら
学
生
の
時
の

思
い
出
の
聖
人
コ
ル
ベ
神
父
の

愛
の
死
の
話
し
と
と
も
に
「
今
、

殉
教
を
生
き
る
と
は
」
に
つ
い

て
聞
き
、
共
に
祈
り
黙
想
を
し

ま
し
た
。

　

十
四
時
に
出
発
、
旭
川
の
住

吉
宮
〜
松
寿
寺
を
経
て
市
立
図

書
館
で
小
休
止
。
こ
こ
ま
で
は

一
団
と
な
っ
て
進
み
、
こ
れ
か

ら
岡
山
教
会
へ
は
足
の
速
い
方

と
ゆ
っ
く
り
の
二
つ
の
集
団
に

な
っ
て
、
小
雨
の
中
を
祈
り
な

が
ら
全
員
十
六
時
半
過
ぎ
に
は

岡
山
教
会
に
到
着
。
聖
堂
で
ま

と
め
の
祈
り
の
後
ホ
ー
ル
に
て

懇
親
の
茶
話
会
で
冷
え
た
体
を

温
め
ま
し
た
。

第
二
十
五
回
「
広
島
キ
リ
シ

タ
ン
殉
教
祈
念
祭
」
開
催
！

　
「
広
島
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
祈

念
祭
」
が
二
月
十
一
日
（
祝
日
）

十
時
よ
り
広
島
己
斐
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
学
園
入
り
口
に
建
立

さ
れ
て
い
る
「
キ
リ
シ
タ
ン
殉

教
之
碑
」
前
で
約
百
三
十
名
の

信
徒
が
参
列
し
て
三
末
司
教
に

よ
る
「
殉
教
碑
前
の
お
祈
り
」

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
二
十
五
回
目
と
い
う

節
目
を
迎
え
、
且
つ
こ
の
広
島

の
地
で
殉
教
さ
れ
た
三
名
の
方

（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
遠
山
甚
太
郎
、

マ
チ
ア
ス
庄
原
市
左
衛
門
、
ヨ

ア
キ
ム
九
郎
右
衛
門
）
の
列
福

　１月・２月に広島教区では、各地で３つ

の殉教祭や巡礼が行われました。その様子

を少しずつお知らせします。今後も各地で

様々な行事が開催される予定です。

この度決定した
「ペトロ岐部と
  187殉教者列福」
のロゴ

今、殉教を生きるとは？
〜各地のようす〜
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が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

参
列
者
一
同
喜
び
に
満
ち
溢
れ

た
表
情
で
し
た
。
そ
の
後
、
観

音
町
教
会
ま
で
十
五
分
の
道
の

り
を
皆
で
巡
礼
し
、
三
末
司
教

司
式
に
よ
る
「
殉
教
祈
念
ミ

サ
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
サ
は
十
二
名
も
の
司
祭
団

に
よ
る
共
同
司
式
で
し
た
。
信

徒
の
参
列
者
は
各
地
よ
り
約
百

八
十
名
あ
り
、
観
音
町
教
会
の

聖
堂
は
満
杯
状
態
で
し
た
。
ミ

サ
の
中
で
司
教
は
「
今
年
は
特

に
歴
史
的
に
も
記
憶
さ
れ
る
日

本
の
百
八
十
八
名
の
殉
教
者

が
、
十
一
月
二
十
四
日
長
崎
に

て
列
福
さ
れ
る
こ
と
は
私
達
と

っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
り
光
栄

で
も
あ
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

殉
教
ミ
サ
後
、
ひ
き
続
き
祇

園
教
会
の
主
任
司
祭
山
根
敏
身

神
父
の
広
島
の
可
部
町
三
入

（
み
い
り
）
の
出
身
で
一
六
〇

五
年
萩
で
殉
教
し
た
「
熊
谷
元

直
」
に
つ
い
て
の
講
話
を
聞
き

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
観
音
町
教
会
の
ヨ

ゼ
フ
館
二
階
に
移
動
し
、
司
教

様
を
囲
ん
で
食
事
を
共
に
し
な

が
ら
、
楽
し
く
分
か
ち
合
い
の

時
を
過
ご
し
た
後
、
十
三
時
三

十
分
閉
会
致
し
ま
し
た
。

　

六
月
十
五
日
（
日
）
三
末
篤

實
司
教
叙
階
二
十
三
周
年
記
念

と
司
祭
・
修
道
者
の
金
祝
・
銀

祝
の
お
祝
い
が
山
口
教
会
で
行

わ
れ
る
。
時
間
は
十
四
時
か
ら
。

金　

祝

【
司
祭
】

　

・
イ
エ
ズ
ス
会

　
　
　

カ
ン
ガ
ス
神
父

　
　
　

モ
レ
ノ
神
父

【
シ
ス
タ
ー
】　

　

・
援
助
マ
リ
ア
修
道
会

　
　
　

Sr
小
宮
山
も
と

　

・�

キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ズ
ス
の

宣
教
会

　
　
　

Sr
ユ
リ
ア
ナ
・
バ
サ
ン

　

・
長
崎
純
心
聖
母
会

　
　
　

Sr
鈴
木
美
代
子

　
　
　

Sr
佐
々
木
さ
よ
子

銀　

祝

【
司
祭
】

　

・
教
区

　
　
　

瀧
井
英
昭
神
父

　

・
イ
エ
ズ
ス
会

　
　
　

オ
レ
ギ
神
父

　
　
　

ア
ル
テ
ィ
リ
ョ
神
父

【
シ
ス
タ
ー
】　

　

・
カ
ル
メ
ル
会

　
　
　

Sr
高
橋
ち
ず
子

　

・
援
助
修
道
会

　
　
　

Sr
林　

朋
子

名
前	

新
（
旧
）

イ
エ
ズ
ス
会

三
宅　

秀
和	

長
束
修
道
院
（
出
雲
教
会
）

外
川　

直
見	

長
束
修
道
院
（
古
江
修
道
院
）

李　
　

聖
一	

幟
町
修
道
院
（
古
江
修
道
院
）

Br
松
島
忠
雄	

幟
町
修
道
院
（
古
江
修
道
院
）

牛
尾　

幸
生	

庚
午
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
古

江
修
道
院
）

Br
マ
ヌ
エ
ル	

庚
午
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
古

江
修
道
院
）

高
橋　

義
博	

山
口
レ
ジ
デ
ン
ス
・
協
力
（
下
関

ブ
ロ
ッ
ク
）

百
瀬　

文
晃	

山
口
レ
ジ
デ
ン
ス
・
協
力
（
サ
バ

テ
ィ
カ
ル
）

李　
　

相
源	

下
関
ブ
ロ
ッ
ク
彦
島
教
会
・
担
当

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

プ
ロ
ッ
ト	

東
京
Ｓ
Ｊ
ハ
ウ
ス
（
山
口
サ
ビ
エ

ル
セ
ン
タ
ー
）

淳

心

会

バ
ン
ガ
ン
ス
ベ
ル
ゲ	

淳
心
会
レ
ジ
デ
ン
ス
（
幟
町
教

会
・
モ
デ
ラ
ト
ー
ル
） 

ム
ッ
シ
ェ	

大
阪
Ｙ
Ｃ
Ｗ
セ
ン
タ
ー
（
倉
敷
ブ

ロ
ッ
ク
・
モ
デ
ラ
ト
ー
ル
）

レ
ネ	

倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
・
モ
デ
ラ
ト
ー
ル

（
倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
・
チ
ー
ム
）

ブ
レ
イ
ズ	

倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
・
チ
ー
ム
（
倉
敷

ブ
ロ
ッ
ク
・
助
祭
）

ジ
ェ
リ
ー	
呉
教
会
・
主
任
（
幟
町
教
会
・
チ

ー
ム
）

ジ
ェ
ロ
ー
ム	

倉
敷
ブ
ロ
ッ
ク
・
チ
ー
ム
（
姫
路
）

ミ
ラ
ノ
宣
教
会

ア
ル
ベ
ル
ト	

司
教
館
・
司
教
秘
書
、
幟
町
教

会
・
協
力
司
祭
（
司
教
館
、
観
音

町
教
会
在
住
）

教

区

司

祭

斎
藤　

眞
仁	

司
教
総
代
理
（
司
教
総
代
理 

及

び
広
島
地
区
長
）

原
田　

豊
己	

本
部
事
務
局
・
局
長
、
翠
町
教

会
・
担
当
（
松
江
教
会
・
主
任
）

後
藤　

正
史	

広
島
地
区
長
・
幟
町
教
会
・
主
任

（
岡
山
鳥
取
地
区
長
・
岡
山
教
会
・

モ
デ
ラ
ト
ー
ル
・
ゆ
り
か
ご
保
育

園
施
設
長
）

澤
野　

耕
司	

休
養
及
び
研
修 

深
堀　

升
治	

松
江
教
会
・
主
任
（
呉
教
会
・
主

任

荻　

喜
代
治	

岡
山
鳥
取
地
区
長
、
岡
山
教
会
・

モ
デ
ラ
ト
ー
ル
・
ゆ
り
か
ご
保
育

園
施
設
長
（
岡
山
南
と
玉
野
教
会
・

主
任
、
ゆ
り
か
ご
保
育
園
園
長
）

野
中　
　

泉	

岡
山
教
会
・
チ
ー
ム
司
祭
（
向
原

教
会
・
担
当
）

瀧
井　

英
昭	

岡
山
南
教
会
・
主
任
、
ゆ
り
か
ご

保
育
園
園
長
（
米
子
教
会
・
主

任
）

西
江　

和
司	

米
子
教
会
・
主
任
（
本
部
事
務
局
・

局
長
、
翠
町
教
会
・
担
当
）

金　
　

起
瑩
（
キ
ム
・
キ
ヨ
ン
）

	

玉
野
教
会
・
主
任
（
岡
山
南
と
玉

野
教
会
・
助
任
）

姜　
　

祐
顯
（
カ
ン
・
ウ
ヒ
ュ
ン
）

	

松
江
教
会
・
協
力
司
祭
（
司
教

館
・
日
本
語
研
修
）

李　
　

尚
潤
（
イ
・
サ
ン
ユ
ン
）

	

日
本
語
研
修
（
プ
サ
ン
教
区
）

マ
リ
ウ
ス	

ポ
ー
ラ
ン
ド
帰
国
（
福
山
教
会
・

助
任
）

広
島
教
区
司
祭
人
事
異
動

司
教
叙
階
記
念
と

司
祭
・
修
道
者
の

金
祝
・
銀
祝
の
お
祝
い
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ラ
・
サ
ー
ル
会
館
は
、
老
朽

化
が
進
み
、
本
格
的
な
改
修
工

事
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
昨
年
末
の
建
物
診
断
の
結

果
、
決
定
的
な
耐
震
強
度
不
足

が
指
摘
さ
れ
、「
こ
の
ま
ま
使

用
す
る
こ
と
は
安
全
責
任
上
好

ま
し
く
な
く
、
早
急
に
建
物
を

取
り
壊
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
」
と
の
判
断
か
ら
、
取
り
壊

し
が
決
定
さ
れ
た
。
ラ
・
サ
ー

ル
会
館
に
代
わ
る
建
物
の
建
設

に
関
し
て
は
、
解
体
と
は
別
に

検
討
し
て
い
く
予
定
。
解
体
時

期
は
、
今
春
三
月
下
旬
と
な

る
。

　

建
物
が
な
く
な
る
と
同
時
に

歴
史
は
途
絶
え
る
が
、
何
時
ま

で
も
記
憶
に
止
め
て
お
き
た
い

も
の
で
あ
り
、
こ
の
機
会
に
、

野
間
重
信
神
父
に
お
話
を
聞
く
。

【
思
い
出
】

　

ラ
・
サ
ー
ル
会
館
が
復
活
祭

後
、
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
真
に
残
念
で
は
あ
る

が
、
耐
震
性
の
問
題
で
あ
り
、

ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
で
あ

る
。

　

こ
の
建
物
（
教
区
長
館
）
が

出
来
上
が
っ
た
の
は
、
一
九
五

五
年
か
ら
五
六
年
の
間
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
が
、
荻
原
教
区

長
の
時
代
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
当
時
の
建
物
と
し
て

は
、
斬
新
で
シ
ャ
レ
た
設
計
で

あ
り
、
中
国
新
聞
に
も
紹
介
さ

れ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
設
計
者

は
、
北
村
さ
ん
と
い
う
信
者
さ

ん
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

【
も
っ
と
古
い
教
区
長
館
】

　

カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
が
で
き
る

ま
で
は
、
幟
町
教
会
の
受
付
の

壁
に
掲
げ
て
あ
る
青
葉
さ
ん
の

絵
の
よ
う
な
、
三
階
に
は
三
角

窓
が
つ
い
た
一
見
ロ
マ
ン
テ
ィ

ッ
ク
な
ド
イ
ツ
風
の
建
物
が
建

っ
て
い
た
。
設
計
者
は
ド
イ
ツ

人
修
道
士
イ
エ
ズ
ス
会
の
グ
ロ

ッ
パ
と
い
う
人
で
あ
る
。
グ
ロ

ッ
パ
さ
ん
は
、
日
本
の
大
工
さ

ん
が
吃
驚
す
る
程
太
い
柱
を
使

う
人
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
原
爆
で
も
潰
れ
ず
、

そ
の
後
火
事
に
よ
っ
て
焼
失
し

た
の
で
あ
っ
た
。
戦
後
間
も
な

く
、
廃
材
を
集
め
て
前
と
同
じ

よ
う
に
再
建
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
も
新
し
い
建
物
の
た

め
に
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
三
羽
の
鳥
】

　

面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る

の
で
書
い
て
お
こ
う
。
幟
町
に

は
当
時
三
羽
の
鳥
（
ト
リ
）
が

住
ん
で
い
る
と
い
う
噂
が
流
れ

た
。
は
て
何
の
事
か
？
そ
れ
は

①
草
ト
リ
、
②
サ
ン
ト
リ
、
③

サ
ト
リ
で
あ
る
。
草
ト
リ
は
荻

原
教
区
長
様
で
、
お
暇
な
時
よ

く
庭
に
下
り
て
草
ト
リ
を
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
サ
ン
ト
リ

は
イ
エ
ズ
ス
会
の
小
出
神
父
様

で
、
何
時
も
サ
ン
ト
リ
ー
の
瓶

を
手
放
せ
な
か
っ
た
と
の
事
で

あ
っ
た
。
最
後
に
サ
ト
リ
は
、

ラ
・
サ
ー
ル
神
父
様
で
あ
る
。

禅
の
道
に
深
く
入
っ
て
行
か

れ
、
い
わ
ゆ
る
「
悟
り
」
の
境

地
に
達
し
て
お
ら
れ
た
と
い
う

事
で
あ
る
。（
ラ
・
サ
ー
ル
会

館
は
こ
の
神
父
さ
ん
か
ら
名
前

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

　

何
に
し
て
も
終
戦
後
最
初
の

ク
リ
ス
マ
ス
は
畳
一
畳
分
の
ト

タ
ン
小
屋
で
ミ
サ
が
献
げ
ら

れ
、
グ
ロ
ッ
パ
さ
ん
の
建
物
は

昭
和
二
十
二
年
頃
に
再
建
さ

れ
、
一
階
は
司
祭
館
、
二
階
は

聖
堂
兼
教
区
長
館
で
あ
り
、
多

く
の
人
々
が
そ
こ
で
洗
礼
を
受

け
た
の
で
あ
る
。
私
自
身
も
昭

和
二
十
三
年
九
月
に
受
洗
の
恵

み
に
浴
し
た
の
で
あ
る
。

【
一
番
の
思
い
出
】

　

ラ
・
サ
ー
ル
会
館
は
、
先
ず

教
区
長
館
と
し
て
建
て
ら
れ
、

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九

年
）
五
月
か
ら
野
口
司
教
様
の

着
任
に
よ
り
司
教
館
と
な
っ
た
。

昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一

年
）
二
月
五
日
に
は
、
歴
史
的

な
平
和
ア
ピ
ー
ル
を
平
和
公
園

で
発
表
さ
れ
た
ヨ
ハ
ネ･

パ
ウ

ロ
二
世
教
皇
が
昼
食
を
お
取
り

に
な
る
場
所
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
今
も
使
わ
れ
て
い
る
一
階

の
食
堂
で
食
事
が
な
さ
れ
た
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
出
張
サ
ー
ビ

ス
で
準
備
さ
れ
、
広
島
市
内
の

女
子
修
道
会
の
院
長
方
が
給
仕

を
務
め
た
の
で
あ
っ
た
。
食
後

二
階
の
司
教
様
の
部
屋
で
し
ば

し
休
息
を
お
取
り
に
な
っ
た
の

で
あ
る
が
、
そ
の
時
お
座
り
に

な
っ
た
肘
掛
の
つ
い
た
椅
子
は

何
処
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
て
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

も
残
念
。

　

司
教
館
は
、
野
口
司
教
様
の

後
三
末
司
教
様
を
お
迎
え
し

て
、
当
分
の
間
そ
の
ま
ま
使
用

さ
れ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
が

で
き
て
か
ら
司
教
館
と
し
て
の

役
割
を
終
え
、
ラ
・
サ
ー
ル
会

館
と
名
付
け
ら
れ
、
今
日
に
い

た
っ
て
い
る
。

【
今
後
の
事
】

　

建
物
は
、
様
々
な
活
動
グ
ル

ー
プ
や
、
宿
泊
施
設
な
ど
と
し

て
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
移
転
先
は
未

定
の
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
青
少

年
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
カ
ト
リ

ッ
ク
会
館
一
階
に
、
広
島
信
望

愛
学
園
事
務
局
は
観
音
町
の
暁

の
星
幼
稚
園
横
の
建
物
に
移
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

ラ・サール会館玄関にて

ラ
・
サ
ー
ル
会
館
（
旧
司
教
館
）

木
造
瓦
葺
二
階
建

一
九
五
五
年
五
月
二
十
七
日
建
造

ラ
・
サ
ー
ル
会
館

取
り
壊
し
が
決
定
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●「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー〈
少
数
〉

で
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、む

し
ろ
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
〈
多

数
〉に
な
っ
た
ら
い
け
な
い
」。

セ
ン
タ
ー
で
こ
ん
な
や
り
と

り
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。市
民

運
動
の
訴
え
が
必
ず
国
や
地

方
自
治
体
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。あ
る
人
が
「
ど
う
し
た
ら

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
に
な
れ
る

の
だ
ろ
う
か
」と
い
う
一
言

に
、仲
間
が
冒
頭
の
意
見
を
言

っ
た
そ
う
で
す
。●
先
日
「
マ

リ
ア
」と
い
う
映
画
を
見
ま
し

た
。イ
エ
ズ
ス
誕
生
ま
で
の
若

い
夫
婦
の
物
語
で
す
。こ
の
名

も
無
き
夫
婦
の
境
遇
を
現
代

的
に
言
う
と
、「
難
民
の
地
位

に
関
す
る
条
約
」（
難
民
条
約
）

の
対
象
者
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。こ
の
条
約
で
は
、難
民
と

は
、「
人
種
・
宗
教
・
国
籍
・
政

治
的
信
条
な
ど
が
原
因
で
、自

国
の
政
府
か
ら
迫
害
を
受
け

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
に
国
外

に
逃
れ
た
者
」と
さ
れ
て
い
ま

す
。ヘ
ロ
デ
が
出
生
し
た
男
子

を
殺
さ
せ
、夫
婦
は
エ
ジ
プ
ト

に
逃
避
し
ま
す
。イ
エ
ズ
ス
は

〈
難
民
の
子
〉で
も
あ
っ
た
わ

け
で
す
。●
難
民
や
差
別
さ
れ

る
人
た
ち
は
多
数
派
で
は
も

ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。常
に
多

数
が
少
数
を
圧
迫
し
ま
す
。人

間
へ
の
ギ
フ
ト
と
し
て
神
か

ら
贈
ら
れ
た
イ
エ
ズ
ス
が
、マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
出
生

し
た
か
ら
こ
そ
、人
間
が
抱
え

る
問
題
、苦
し
み
や
悲
し
み
を

共
有
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。●

多
数
派
に
身
を
置
く
と
、人
は

多
々
大
切
な
こ
と
が
見
え
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。実
生

活
で
北
社
会
に
住
ん
で
い
る

私
た
ち
は
、構
造
的
な
圧
迫
を

南
社
会
に
強
い
て
い
ま
す
。そ

の
意
味
で
は
私
た
ち
は
マ
ジ

ョ
リ
テ
ィ
ー
な
の
で
す
。し
か

し
、そ
う
言
っ
た
現
状
で
も
、

例
え
ば
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
や

貧
困
国
の
債
務
を
帳
消
し
す

る
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

「
心
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

ー
」と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。●
イ
エ
ズ
ス
が
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
生
き

た
の
も
、「
心
で
そ
の
立
場
か

ら
考
え
な
さ
い
」、と
い
う
こ

と
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

�

（
細
江
教
会
・廣
崎
隆
一
）

　

海
峡
か
ら
の
風
10

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
区
便
り

山
口
・
島
根
地
区

《
修
道
者
大
会
に
つ
い
て
》

　

二
月
十
一
日
、
山
口
に
司

祭
・
修
道
者
が
集
い
、
イ
エ
ズ

ス
会
の
具
神
父
に
よ
る
「
信
仰

と
典
礼
」
に
つ
い
て
の
講
演
と

ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。

《
信
者
養
成
研
修
出
前
と

�

修
了
研
修
》

　

二
月
十
日
に
、
教
区
養
成
推

進
チ
ー
ム
の
岡
山
鳥
取
地
区
メ

ン
バ
ー
と
一
緒
に
鳥
取
教
会
出

前
に
出
か
け
た
。
三
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、「
七
ス
テ
ッ

プ
の
祈
り
」
を
実
践
。
分
か
ち

合
う
こ
と
の
恐
れ
や
不
安
が
先

に
立
つ
が
、
み
こ
と
ば
に
触

れ
、
共
に
祈
る
体
験
が
不
安
よ

り
も
喜
び
を
皆
に
感
じ
さ
せ
て

く
れ
た
よ
う
に
思
う
。

　

二
月
十
六
日
〜
十
七
日
に
か

け
て
、
福
岡
黙
想
の
家
で
十
期

生
の
修
了
研
修
が
行
わ
れ
た
。

病
気
治
療
で
前
回
の
研
修
会
を

休
ま
れ
た
講
師
の
松
田
清
四
朗

神
父
も
来
ら
れ
、
研
修
生
・
ス

タ
ッ
フ
と
も
に
七
ス
テ
ッ
プ
の

祈
り
を
深
め
、
派
遣
の
意
味
を

考
え
た
研
修
と
な
っ
た
。

　

次
年
度
は
、
履
修
生
対
象
の

研
修
を
福
岡
で
、
基
礎
研
修
は

各
小
教
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
地
区

を
回
っ
て
行
う
よ
う
に
計
画
を

立
て
た
い
。
既
に
、
米
子
教
会

か
ら
十
月
に
出
前
の
希
望
が
出

て
い
る
。

《
正
平
協
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

教
皇
来
広
記
念
講
演
（
防
府
）》

　

二
月
二
十
四
日
に
、
九
州
大

学
名
誉
教
授
の
秋
吉
久
紀
夫
氏

を
講
師
に
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ

ル
マ
）」
の
歴
史
や
現
状
に
つ

い
て
講
演
と
分
か
ち
合
い
が
行

わ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
者
と
し

て
、
真
の
「
正
義
と
平
和
」
と

は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

広
島
地
区

《
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
教
皇

来
広
記
念
行
事
》

　

二
月
二
十
四
日
、
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
二
世
来
広
二
十
七
周
年

を
記
念
し
て
、
世
界
平
和
記
念

聖
堂
で
「
平
和
祈
願
ミ
サ
」
が

行
わ
れ
た
。
参
加
は
約
五
百

名
。
三
末
司
教
は
、
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
二
世
が
広
島
で
行
わ
れ

た
「
平
和
ア
ピ
ー
ル
」
は
、
二

十
七
年
経
っ
た
今
も
な
お
社
会

の
中
に
生
き
て
い
る
。
私
た
ち

は
、
広
島
教
区
か
ら
世
界
に
向

け
て
広
く
こ
の
精
神
を
伝
え
る

責
務
が
あ
る
と
説
い
た
。

　

ミ
サ
後
、「
未
来
を
あ
き
ら

め
な
い
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

倉
光
誠
一
さ
ん
（
倉
吉
教
会
）

と
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
本
部

長
の
祗
山
登
さ
ん
（
呉
教
会
）

の
対
談
が
行
わ
れ
た
。

　

記
念
行
事
は
、
広
島
で
活
躍

す
る
春
秋
楽
団
の
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

夜の典礼（福岡黙想の家）

対
談

（
左
・
倉
光
さ
ん　

右
・
祇
山
さ
ん
）
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岡
山
・
鳥
取
地
区

《
平
和
推
進
》

　

教
皇
来
日
記
念
平
和
行
事
を

二
月
二
四
日
に
倉
敷
教
会
で
行

っ
た
。
平
和
ア
ピ
ー
ル
を
取
り

入
れ
た
ミ
サ
に
続
き
、
信
徒
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
平
和
の
使
徒

に
向
か
っ
て
」
は
約
六
十
名
参

加
。
生
活
で
の
平
和
の
実
践
が

語
ら
れ
、
分
か
ち
合
っ
た
。
各

小
教
区
で
は
多
言
語
訳
「
平
和

ア
ピ
ー
ル
」
を
配
布
し
た
。

《
き
ょ
う
ど
う
》

　

本
年
度
、
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
小
教
区
の
実
態
と
信
者
の

意
識
が
把
握
で
き
た
。
ま
と
め

資
料
を
各
小
区
に
配
布
し
た
の

で
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
次

年
度
は
一
歩
一
歩
、「
協
働
」

の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。

《
養
成
》

　

集
会
司
式
者
・
聖
体
奉
仕
者

養
成
講
座
：
テ
ー
マ
「
め
ざ
め

よ
う
、
信
徒
の
奉
仕
職
」
を
四

月
か
ら
六
回
に
わ
た
っ
て
倉
敷

教
会
で
行
な
う
。

《
と
も
に
歩
む
旅
》

　

入
門
講
座
に
加
わ
る
新
講
座

を
倉
敷
教
会
に
続
き
、
五
月
か

ら
岡
山
教
会
が
始
め
る
。

　
「
福
音
宣
教
」
は
、
日
本
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
、
福
音

宣
教
に
つ
い
て
の
意
見
や
体
験
、

願
い
や
祈
り
を
な
ど
、
誌
面
を
通

じ
て
分
か
ち
合
い
、
神
の
み
こ
こ

ろ
が
こ
の
日
本
社
会
で
叶
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
信
徒
一
人
ひ
と
り
に

与
え
ら
れ
た
使
命
を
生
き
る
上
で

の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
月
刊
誌
で
す
。
司
祭
、
修

道
者
ば
か
り
で
な
く
、
宣
教
の
使

命
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
使
徒
職
と

し
て
生
き
よ
う
と
す
る
多
く
の
信

徒
に
も
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
九
八
四
年
に
司
教
団
が
「
日

本
の
教
会
の
基
本
方
針
と
優
先
課

題
」
を
発
表
し
て
、
福
音
宣
教
へ

の
取
り
組
み
を
は
っ
き
り
と
意
識

し
た
こ
と
を
う
け
て
、
翌
八
五
年

に
「
布
教
」
誌
か
ら
「
福
音
宣
教
」

と
誌
名
を
刷
新
し
て
再
出
発
し
て

以
来
、
二
十
四
年
の
刊
行
を
続
け

て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
今
日
で

は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
唯
一
の
月

刊
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
誌
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
な
お
多
く
の
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
八
章

31―

38
節
よ
り
「
真
理
は
あ
な
た

た
ち
を
自
由
に
す
る
」
を
テ
ー
マ

と
し
、
一
月
号
は
「
若
者
と
自
由
」

二
月
号
は
「
家
族
と
自
由
」
三
月

号
は
「
心
と
自
由
」
と
題
し
て
、

巻
頭
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲

載
し
、
毎
月
の
特
集
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
間
連
載
と
し
て
、
溝

部
脩
司
教
「
殉
教
者
か
ら
現
代
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」、
カ
ル
メ
ル
会

司
祭
九
里
彰
師
「
見
よ
、
畑
は
色

づ
い
て
い
る―

キ
リ
ス
ト
の
目
に

映
じ
た
世
界
」、
立
教
大
学
名
誉

教
授
鈴
木
範
久
氏
「
近
代
日
本
に

お
け
る
信
教
の
自
由
の
歩
み
」、

そ
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
光
延
一

郎
師
「
真
理
と
自
由
、
ま
こ
と
と

恵
み
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
御
受

難
会
司
祭
国
井
健
宏
師
「
ミ
サ
」、

東
京
教
区
司
祭
晴
佐
久
昌
英
師

「
福
音
宣
言
」、
援
助
修
道
会
会

員
原
敬
子
氏
「
良
き
知
ら
せ
が
響

き
わ
た
る
た
め
に
ー
カ
テ
ケ
ー
ジ

ス
と
い
う
言
語
」
も
連
載
を
継
続

中
で
す
。

●
オ
リ
エ
ン
ス
宗
教
研
究
所

　
（�

電
話  

〇
三―

三
三
二
二―

七
六
〇
一
）

　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
雑
誌　

⑩

オ
リ
エ
ン
ス
宗
教
研
究
所

『
月
刊  

福
音
宣
教
』

　

広
島
市
と
そ
の
近
辺
小
教
区

に
お
け
る
日
本
人
信
徒
と
外
国

人
信
徒
の
「
共
生
」「
協
働
」

を
め
ざ
す
活
動
の
ひ
と
つ
の
好

例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
《
広
島

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
協
会
》
の
急
速

な
活
躍
ぶ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　
《
協
会
》
は
昨
夏
ジ
ェ
リ
ー

神
父
と
シ
ス
タ
ー
カ
ル
メ
ン
の

助
力
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
ま
だ

間
も
な
い
の
に
、
昨
秋
の
ビ
ン

ゴ
大
会
で
の
盛
り
上
げ
を
ク
リ

ス
マ
ス
会
に
つ
な
げ
て
一
〇
〇

人
以
上
の
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て

一
気
に
結
束
を
固
め
た
。
さ
ら

に
新
年
度
向
け
の
多
彩
な
行
事

を
計
画
し
、
今
活
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
実
現
に
向
け
て
皆

で
支
援
し
た
い
。

　

特
に
注
目
し
た
い
点
は
、
ラ

ズ
ガ
ル
会
長
の
「
協
会
の
仲
間

う
ち
に
と
ど
ま
ら
ず
日
本
人
信

徒
、
教
会
、
ひ
い
て
は
広
島
、

日
本
に
役
立
つ
我
々
で
あ
り
た

い
！
」
と
い
う
方
針
だ
。

　

こ
れ
ま
で
も
日
曜
学
校
・
ミ

サ
・
教
会
バ
ザ
ー
・
復
活
祭
フ

ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
な
ど
で
か
な
り

共
に
奉
仕
し
交
流
し
て
き
た

が
、
さ
ら
に
「
沖
に
漕
ぎ
出

し
」、
日
曜
朝
ミ
サ
後
の
ガ
ー

デ
ン
カ
フ
ェ
の
手
伝
い
、
葬
儀

や
結
婚
式
の
婦
人
会
奉
仕
へ
参

加
し
始
め
た
。

　

花
見
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
・

広
島
市
の
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
参
加
な
ど
の
ふ
れ
あ
い

行
事
の
他
に
、
グ
ル
ー
プ
黙
想

会
や
教
育
的
な
講
演
会
の
計
画

も
あ
る
。

　

又
、
無
料
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

や
日
本
語
／
英
語
教
室
を
教
会

内
で
持
て
る
な
ら
学
習
・
趣
味

面
の
交
流
に
な
る
の
で
は
な
い

か
、
と
提
案
し
て
い
る
。
メ
ン

バ
ー
の
あ
る
婦
人
は
「
美
し
い

日
本
語
を
教
え
て
も
ら
え
る
チ

ャ
ン
ス
が
欲
し
い
」
と
言
い
、

「
学
校
の
国
語
宿
題
を
見
て
く

れ
る
人
は
い
な
い
か
な
ぁ
」
と

言
う
子
ど
も
も
い
る
。
逆
に
英

語
を
習
い
た
い
日
本
人
信
徒
も

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

な
お
《
協
会
》
は
七
月
に
平

和
公
園
清
掃
を
計
画
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
た
日
本
人
信
徒
も

共
に
参
加
し
た
い
も
の
だ
。

Ｊ-

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
西
地
区

《
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
協
会
》の
誕
生
と
活
躍
ぶ
り

�

幟
町
教
会　

杉
田　

靖
子
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私
た
ち
は
、
信
じ
な
が
ら
神

に
従
い
、
従
い
な
が
ら
正
し
く

生
き
、
正
し
く
生
き
な
が
ら
心

を
清
め
、
心
を
清
め
な
が
ら
信

じ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
た

め
に
、
使
徒
信
条
を
唱
え
ま

す
。

　
「
私
た
ち
は
信
じ
ま
す
。」
こ

れ
は
主
と
し
て
洗
礼
の
時
、
信

じ
る
者
の
一
人
ひ
と
り
に
よ
っ

て
個
々
に
宣
言
さ
れ
る
教
会
の

信
仰
で
す
。

　
「
私
た
ち
は
信
じ
ま
す
。」
こ

れ
は
聖
体
祭
儀
に
集
ま
っ
た
私

た
ち
が
い
つ
も
繰
り
返
す
公
の

信
仰
で
す
。
広
島
や
福
山
の
信

者
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
長
い

間
一
緒
に
こ
の
信
仰
宣
言
を
唱

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
本

当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。　

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
聖
人
、
シ
ス

タ
ー
・
フ
ァ
ウ
ス
テ
ィ
ナ
が
イ

エ
ス
に
「
私
の
姿
を
描
き
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
て
描
い
た
イ
エ

ス
の
姿
（
い
つ
く
し
み
の
イ
エ

ス
）
に
は
、
水
と
血
を
意
味
す

る
二
つ
の
光
が
あ
り
ま
す
。
青

白
い
光
は
霊
魂
を
義
と
す
る

水
、
赤
い
光
は
霊
魂
の
生
命
で

あ
る
血
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の

二
つ
の
光
は
、
十
字
架
上
で
槍

に
貫
か
れ
た
時
に
、
イ
エ
ス
の

い
つ
く
し
み
の
中
か
ら
流
れ
出

し
た
も
の
で
す
。
時
間
が
な
い

と
き
、「
イ
エ
ス
様
、
あ
な
た

に
信
頼
し
ま
す
」
と
祈
り
ま
し

ょ
う
。

　

聖
パ
ウ
ロ
の
手
紙
に
は
感
謝

に
始
ま
り
、
感
謝
に
終
わ
っ
て

「
私
た
ち
は
信
じ
ま
す
」

　
　

福
山
教
会

マ
リ
ウ
ス
・
パ
ス
テ
ル
ナ
ッ
ク
神
父

〈57〉

　

新
し
い
編
集
部
員
に
な
っ
て

も
う
す
ぐ
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
協

力
し
合
い
更
に
発
展
し
て
行
け

る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
。�

（
Ｙ
）

い
る
も
の
が
多
い
で
す
が
、
そ

れ
は
い
つ
も
主
イ
エ
ス
と
の
関

わ
り
表
わ
す
感
謝
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
感
謝

し
な
さ
い
。
こ
れ
こ
そ
キ
リ
ス

ト
・
イ
エ
ス
に
お
い
て
、
神
が

あ
な
た
が
た
に
望
ん
で
お
ら
れ

る
こ
と
で
す
。
わ
た
し
も
同
じ

よ
う
に
し
ま
す
。
ま
ず
三
末
司

教
に
感
謝
し
ま
す
。
そ
し
て
、

わ
た
し
の
主
任
司
祭
で
指
導
者

だ
っ
た
早
副
神
父
と
服
部
神
父

に
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
一
緒
に

働
い
た
ア
ル
ナ
ル
ド
神
父
、
ギ

ャ
リ
ー
神
父
、
尾
島
神
父
に
感

謝
し
ま
す
。
最
後
に
広
島
教
区

の
神
父
た
ち
に
感
謝
し
ま
す
。

皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

《
青
少
年
の
活
動
》

　

二
月
九
日
、
十
日
と
鹿
児
島

純
心
女
子
学
園
江
角
記
念
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
た
、
Ｎ

Ｗ
Ｍ
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
）
ｉ
ｎ
鹿
児
島
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｗ
Ｍ
は
カ

ト
リ
ッ
ク
の
青
年
、
青
年
活
動

を
支
え
て
い
る
信
徒
・
修
道

者
・
司
祭
が
自
由
に
集
い
、
情

報
交
換
と
交
流
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
今
回
で
、
十
四
回
目

を
迎
え
、
北
は
札
幌
、
南
は
鹿

児
島
よ
り
十
四
教
区
の
青
年
、

司
祭
が
鹿
児
島
へ
集
ま
り
ま
し

た
。
屋
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

教
会
活
動
の
夢
の
話
な
ど
を
し

て
分
か
ち
合
い
を
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
て
夕
の
祈

り
も
行
い
ま
し
た
。
交
流
会
で

は
、
奄
美
大
島
や
北
海
道
の
青

年
と
話
す
こ
と
が
で
き
、
文
化

の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。
環
境

も
状
況
も
異
な
る
中
で
、《
主

キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
一
つ
に
な

る
》
喜
び
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
出
会
い
や
準
備

を
し
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
に
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
月
二
十
六
日
、
二
十
七

日
、
山
口
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
で
広
島
教
区
三
地
区
合
同
青

年
新
年
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
二
十
七
名
、
遠
く

は
大
阪
か
ら
の
ゲ
ス
ト
も
あ
り

ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
シ

ス
タ
ー
に
よ
る
祈
り
の
時
間
、

山
口
の
青
年
た
ち
が
鍋
と
郷
土

料
理
を
準
備
し
て
く
れ
た
夕
食

を
取
り
な
が
ら
の
交
流
会
、
分

か
ち
合
い
、
青
年
の
ミ
サ
な

ど
。

　

分
か
ち
合
い
で
は
新
年
へ
向

け
て
決
意
を
新
た
に
し
、
各
地

区
の
情
報
交
換
や
青
年
大
会
に

向
け
て
の
話
し
も
で
き
、
有
意

義
な
集
い
に
な
り
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

　

青
年
大
会
と
は
、『
教
区
内

の
青
年
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

こ
と
』
を
目
的
と
し
て
、
〇
七

年
か
ら
始
ま
っ
た
教
区
青
年
の

集
ま
り
で
す
。
青
年
の
皆
さ

ん
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
：
四
月
二
十
六
日
（
土
）、

　
　
　
　
　

二
十
七
日
（
日
） 

場
所
：
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学

　
　
　

西
条
学
舎

対
象
：�

青
年
（
高
校
を
卒
業
し

た
年
か
ら
）

費
用
：
三
千
五
百
円

　

詳
し
く
は
、
各
小
教
区
配
布

の
チ
ラ
シ
ま
た
は
青
少
年
情
報

セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ

い
。

全
国
の
青
年
の
集
い
に

参
加
し
て

教
区
三
地
区
合
同
新
年
会

教
区
青
年
大
会
２
０
０
８


